
「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」「企業も地域もよくなった！」

～互いに支えあい、励ましあい、援けあう～
私たちは地域にあってよかったと言われる同友会であり続けます

トラヤテレビサービス㈱
ヴォーリズ建築

登録有形文化財の洋館で
「暮らしながら保存活動」
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新会員のご紹介（敬称略）　会員数� 1115名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

渡
わた

邉
なべ

　 博
ひろ

文
ふみ （一社）富士宮市薬剤師会　富士宮薬局

調剤、お薬相談、一般用医薬品販売
富士宮 深澤　哲郎

松
まつ

内
うち

　 駿
しゅん

一
いち エコノミー　運転代理サービス

運転代行サービス
榛　南 五條　夏未

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。
1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

◆静岡同友会
　2025年ビジョン 「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」

◆ 企 業 づ く り ◆
私たちは、関わる全ての人が「成長」と「幸せ」を実感できる企業をつくります

◆ 地 域 づ く り ◆
私たちは、中小企業と地域が手を取りあい、人々の幸せが見える地域をつくります

◆ 同友会づくり ◆

私たちは、企業と地域を守る経営者の矜
きょうじ
持と努力を結集し、

学び・気づき・ワクワク溢れる活動を通して県下1500名会員を実現します



トラヤテレビサービス㈱
〒420-0882　静岡市葵区安東3-8-35
TEL：054-245-4766
URL：https://www.555toraya.com/
創業　1959年　　設立　1961年
社員数　３名
入会年月　2023年10月
事業内容　�情報通信業（映像配信・スタ

ジオ・動画制作・HP製作・�
イベント企画）

技
術
の
ト
ラ
ヤ

　

今
回
の
「
私
の
逸
品
」
で
は
、
昨

年
10
月
に
入
会
し
た
ト
ラ
ヤ
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
㈱
の
榎
戸
基
氏
を
訪
問
し

ま
し
た
。
同
社
は
榎
戸
氏
の
義
父
が
、

１
９
５
９
年
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
修

理
会
社
と
し
て
工
業
高
校
の
友
人
３

人
と
創
業
し
ま
し
た
。
当
時
の
テ
レ

ビ
は
故
障
が
非
常
に
多
く
、
徹
夜
を

し
て
テ
レ
ビ
が
故
障
す
る
原
因
を
調

査
し
た
そ
う
で
す
。
磨
い
た
技
術
力

を
活
か
し
て
１
９
６
７
年
に
病
院
の

入
院
患
者
さ
ん
へ
の
テ
レ
ビ
レ
ン
タ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
病

院
で
テ
レ
ビ
を
設
置
し
、
即
時
取
付

と
迅
速
な
故
障
対
応
を
実
施
。
現
在

の
病
院
で
は
カ
ー
ド
を
購
入
し
て
テ

レ
ビ
を
視
聴
し
ま
す
が
、
当
時
の
見

放
題
サ
ー
ビ
ス
は
非
常
に
お
得
で
、

入
院
患
者
さ
ん
に
好
評
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
義
父
は
１
９
９
９
年
に
引
退

し
、
家
電
部
だ
っ
た
テ
レ
ビ
事
業
を

店
長
に
譲
渡
し
別
会
社
と
な
り
ま
し

た
。

時
代
と
と
も
に
業
態
変
化

　

2
０
０
５
年
に
は
榎
戸
氏
が
入
社

し
、
業
態
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

か
ら
始
ま
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
製
作
、

動
画
製
作
、
そ
し
て
専
門
家
に
よ
る

人
材
育
成
研
修
と
新
規
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
時
代
と
と

も
に
変
わ
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
、
他
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
姿
勢
は
創

業
以
来
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ス
タ

ジ
オ
は
、
放
送
局
並
み
の
設
備
で
ラ

イ
ブ
配
信
が
可
能
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

付
き
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
業
は

動
画
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を

両
輪
で
進
め
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

や
プ
レ
ゼ
ン
の
出
張
配
信
も
行
な
っ

て
お
り
、
編
集
し
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

の
映
像
を
視
聴
し
な
が
ら
討
論
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

私
の
逸
品
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
」

　

そ
ん
な
榎
戸
氏
の
私
の
逸
品
は

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
住
宅
で
す
。
11

年
前
か
ら
登
録
有
形
文
化
財
の
洋
館

に
「
暮
ら
し
な
が
ら
保
存
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
住
宅
と
し
て
住
ん
で
い
ま

す
。
静
岡
英
和
女
学
院
の
外
国
人
宣

教
師
の
住
宅
と
し
て
1
９
５
０
年
に

Ｗ
．
Ｍ
．
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
が
手
が
け

た
建
物
で
す
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
は
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
創
業
し

１
５
０
０
棟
以
上
の
洋
館
を
建
て
、

メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
で
知
ら
れ
る
近
江

兄
弟
社
を
創
業
す
る
な
ど
多
く
の
業

績
を
残
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

功
だ
け
で
な
く
、
病
院
や
学
校
を
つ

く
っ
て
社
会
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

榎
戸
氏
は
、
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
で
庭

を
公
開
し
た
り
、
カ
フ
ェ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
榎
戸
氏
は
「
地

域
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
や
大
人
に
と
っ
て
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
学
び
の
場
に
な
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
し
て
い
く
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
建
物
の
見
学
で

は
、
実
際
の
様
子
を
見
な
が
ら
説
明

や
話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

取
材
・
記
事
：
望
月 

康
仁
氏

 

（
㈱
エ
ム
テ
ッ
ク
・
静
岡
支
部
）

取
材
：
藤
本 

浩
氏

 

（
プ
リ
ン
ト
バ
リ
ュ
ー
㈱
・
静
岡
支
部
）

　
　
　
鈴
木 

竜
一
氏

 

（
㈲
ス
ズ
キ
工
房
・
静
岡
支
部
）

自社の動画撮影スタジオにて榎戸氏

リビングにて榎戸氏の説明を受ける

登録有形文化財に指定されています

奥様がカフェを営業する日もあります

2

トラヤテレビサービス㈱（静岡支部）
代表取締役社長　榎戸　基氏

ヴォーリズ建築
登録有形文化財の洋館で
「暮らしながら保存活動」



に
て
修
行
し
、
22
歳
の
時
に
家
業
の
㈲

ア
テ
ネ
ス
タ
ヂ
オ
に
入
社
し
て
以
来
、

こ
の
ス
タ
ジ
オ
業
道
一
筋
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
3
代
目
の

父
か
ら
経
営
を
任
さ
れ
代
表
取
締
役
に

就
任
、
経
営
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

老
舗
な
ら
で
は
の
悩
み
か
ら
の

新
出
発

　
し
か
し
、
経
営
は
順
風
満
帆
な
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢

化
の
波
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
経
営
を
左
右

し
ま
す
。
年
々
減
少
し
て
い
く
記
念
写

真
需
要
に
対
し
手
を
打
た
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
利
益
率
の
面
で
も
、
創
業

か
ら
80
年
以
上
が
経
過
し
て
な
お
昔
な

が
ら
の
料
金
体
系
の
ま
ま
で
し
た
。
そ

こ
で
、
社
名
を
変
え
て
再
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
し
て
料
金
体
系
も
改
め
、
現
在
の

ア
テ
ネ
ス
タ
ジ
オ
・
エ
ク
ラ
（
フ
ラ
ン

ス
語
で
「
輝
き
」
を
表
す
言
葉
）
と
し

て
新
た
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
写
真
撮
影
だ
け
で
は
な
く
幅

広
い
サ
ー
ビ
ス
を
と
社
屋
も
増
築
改
装
。

建
築
を
学
ん
で
き
た
奥
様
の
記
子
さ
ん

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
1
階
は
衣
裳
ス

ペ
ー
ス
、
2
階
は
天
然
光
を
取
り
入
れ

た
新
コ
ン
セ
プ
ト
の
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
、

非
日
常
感
を
演
出
し
お
客
様
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

同
友
会
へ
の
入
会

　
２
０
１
９
年
に
同
友
会
へ
入
会
。
そ

れ
ま
で
写
真
業
界
の
役
員
等
は
や
っ
て

き
た
も
の
の
、
地
域
に
つ
い
て
は
知
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
入
会
し
て
経
営
者

の
仲
間
が
増
え
、
学
び
が
広
が
っ
た
と

言
い
ま
す
。
現
在
は
富
士
宮
支
部
役
員

と
な
り
、
支
部
運
営
を
リ
ー
ド
す
る
一

員
と
し
て
様
々
な
企
画
を
仲
間
と
と
も

に
立
案
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
２
０
２
４
年
７
月
、
少
子
高
齢
化
に

対
し
て
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
ら
れ
な
い

と
一
念
発
起
し
「
富
士
山
縁
結
び
サ
ロ

ン
」
と
し
て
結
婚
紹
介
所
事
業
を
開
始
。

全
国
９
万
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
シ
ス
テ

ム
に
加
盟
し
て

マ
ッ
チ
ン
グ
率

を
上
げ
な
が
ら
、

富
士
宮
の
地
で

出
会
う
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
出
会

い
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
と
佐

野
氏
は
話
し
ま
す
。「
幸
せ
な
人
を
増

や
し
た
い
。
地
域
を
支
え
る
未
来
の
子

ど
も
を
増
や
し
た
い
」
佐
野
社
長
夫
妻

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
企
業
変
革
は
続
き
ま

す
。

取
材
・
記
事
：
田
邉 

元
裕
氏

 

（
㈱
カ
ボ
ス
・
富
士
宮
支
部
）

取
材
：
穂
坂 

勝
彦
氏

 

（
富
士
宮
清
掃
㈱
・
富
士
宮
支
部
）

㈲アテネスタヂオ
アテネスタジオ・エクラ
　〒418-0067　富士宮市宮町2-10
TEL：0544-26-2739
URL：https://www.athene-s.jp
創業　1935年
社員数　６名（パート含）
入会年月　2019年９月
事�業内容　写真撮影業（各種記念写真）

　
世
界
文
化
遺
産
、
富
士
山
本
宮
浅
間

大
社
の
隣
に
立
地
す
る
１
９
３
５
年
創

業
の
老
舗
写
真
館
、
ア
テ
ネ
ス
タ
ジ

オ
・
エ
ク
ラ
。
三
代
目
を
つ
と
め
る
佐

野
崇
社
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
カ
メ
ラ
・
写
真
が
い
つ
も
身
近
に
あ

る
環
境
で
生
ま
れ
育
ち
、
専
門
学
校
に

入
学
。
成
人
後
も
三
島
に
あ
る
写
真
館

会
員
訪
問
記

老
舗
に
甘
ん
ず
る
こ
と
無
く
経
営
改
革
！

㈲
ア
テ
ネ
ス
タ
ヂ
オ

代
表
取
締
役　

佐
野�

崇
氏
（
富
士
宮
支
部
）

佐野崇氏と奥様

アテネスタジオ・エクラとして新出発

衣装が並ぶスタジオ内

天然光を取り入れたスタジオ

未来について語る佐野氏

3

会員さんお邪魔します



オ
ー
プ
ン
ま
で
の
道
の
り

　

牧
之
原
市
の
室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

Golfer's Base

を
訪
問
し
ま
し
た
。
室

内
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
牧
之
原
市
内
で
は

珍
し
く
、
店
内
に
は
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ミ

レ
ー
タ
ー
が
４
台
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

季
節
や
天
候
の
影
響
を
受
け
ず
、
い
つ

で
も
快
適
に
ゴ
ル
フ
が
で
き
、
な
ん
と

24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
利
用
が
で

き
る
と
の
こ
と
。

　
高
校
生
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
山
本

氏
、
始
め
る
き
っ
か
け
は
幼
い
こ
ろ
に

プ
ロ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
観
戦
に
行
き

興
味
を
も
っ
た
こ
と
で
し
た
。
大
学
卒

業
後
は
一
度
、
一
般
企
業
へ
就
職
し
た

も
の
の
、
経
営
者
の
両
祖
父
母
を
子
供

の
頃
か
ら
見
て
き
た
た
め
独
立
志
向
が

強
く
、
令
和
３
年
に
起
業
を
決
意
し
ま

す
。
元
々
親
交
の
あ
っ
た
中
野
博
美
氏

（
㈱
ナ
ッ
ク
・
榛
南
支
部
）
に
相
談
を

し
な
が
ら
１
年
か
け
て
準
備
を
し
、
令

和
４
年
８
月
に
「Golfer's Base

」
を

牧
之
原
市
静
波
に
オ
ー
プ
ン
。
ま
た
同

氏
の
勧
め
で
翌
年
に
は
同
友
会
に
入
会

し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
で
人
生
を
も
っ
と
豊
か
に

　

店
名
で
あ
る
「Golfer's Base

」
の

由
来
は
、「
ゴ
ル
フ
ァ
ー
達
の
集
い
の

場
（
基
地
）」
に
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
。
そ
の
名
の
通
り
、
店
の
奥
に
は

プ
ロ
の
大
会
映
像
が
流
れ
る
大
型
テ
レ

ビ
と
ゴ
ル
フ
雑
誌
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ

げ
る
ソ
フ
ァ
ー
つ
き
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
た
だ
練
習
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

お
客
様
が
一
日
中
楽
し
め
る
よ
う
な
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
本
氏

自
身
が
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
の
資
格
を
保
有

し
て
お
り
、
お
客
様
へ
の
レ
ッ
ス
ン
や

ア
ド
バ
イ
ス
、
ク
ラ
ブ
調
整
も
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
お
客
様
に
、
ゴ
ル
フ
で
も
っ
と
人
生

を
楽
し
く
豊
か
な
も
の
に
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
お
店
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
化

だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
の
技
術
の
向

上
に
取
り
組
む
な
ど
積
極
的
に
活
動
し

て
い
る
山
本
氏
。
最
近
は
、
よ
り
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
チ

ラ
シ
配
り
を
始
め
、
近
隣
に
は
自
ら
歩

い
て
チ
ラ
シ
を
投
函
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い

　
「
地
域
に
楽
し
み
の
場
を
提
供
し
た

い
」
と
話
す
山
本
氏
。
２
０
２
４
年
現

在
、
牧
之
原
市
は
消
滅
可
能
性
自
治
体

に
列
挙
さ
れ
、
人
口
減
少
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
友
会
活
動
を
通
じ

て
、「
地
域
を
活
性
化
す
る
一
員
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
、
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
中
村 

秀
和
氏

 

（
中
村
醤
油
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・
榛
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を
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榛
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入
会
し
て
間
も
な
い
方
や
、
も
っ
と
同
友
会
を

活
用
し
た
い
方
に
向
け
て
開
催
し
て
い
る
同
友
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
7
月
は
「
同
友
会
ら
し

い
経
営
指
針
づ
く
り
を
知
り
、
自
社
で
実
践
し
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
県
経
営
労
働
委
員
長

の
中
村
佐
和
子
氏
（
㈲
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
カ
ス
）、

県
経
営
指
針
を
創
る
会
会
長
の
山
本
健
二
氏
（
㈲

日
本
ス
エ
ー
デ
ン
）、
県
組
織
増
強
委
員
長
の
江

間
省
豪
氏
（
デ
ー
タ
マ
イ
ン
㈱
）
に
登
壇
い
た
だ

き
、
同
友
会
ら
し
い
経
営
指
針
づ
く
り
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
何
か
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
中
村
氏
か
ら
は
、
経
営
理
念
、
経
営

方
針
、
経
営
計
画
、
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
4
つ
の
要

素
が
つ
ま
っ
て
い
る
の
が
同
友
会
の
経
営
指
針
の

特
徴
で
あ
る
と
伝
え
ま
し
た
。
山
本
氏
か
ら
は
、

経
営
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
で
社
員
に
10
年
先
の

会
社
の
行
く
先
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
伝
え
、
江
間
氏
か
ら
は
、
指
針
作
成
は
作
る

過
程
で
自
身
と
向
き
合
い
、
自
分
の
軸
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
同
友
会
で
何
を
学
ぶ
か
、

同
友
会
の
活
用
に
つ

い
て
お
互
い
の
疑
問

を
共
有
し
な
が
ら
討

論
し
新
た
な
気
づ
き

を
得
る
場
と
な
り
ま

し
た
。
次
回
は
11
月

開
催
予
定
で
す
。
同

友
会
を
使
い
倒
し
た

い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

同
友
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

同
友
会
ら
し
い

経
営
指
針
づ
く
り
か
ら
学
ぶ

7
月
26
日
㈮ 

同
友
会
事
務
局
会
議
室　
参
加
者
：
12
名

　

７
月
４
日
㈭
、
５
日
㈮
に
中
小
企
業
家
同
友
会

全
国
協
議
会
（
略
称
：
中
同
協
）
第
56
回
定
時
総

会
が
宮
城
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
総
会
の
テ
ー

マ
は「
創
ろ
う
豊
か
な
未
来
を
、育
て
よ
う
21
世
紀

型
企
業
を
～
同
友
会
運
動
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
～
」。

当
日
は
全
47
同
友
会
と
中
同
協
か
ら
約
１
１
０
０

名
（
静
岡
20
名
）
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
全
体
会
で
は
開
催
地
宮
城
を
代
表
し

て
鍋
島
代
表
理
事
か
ら
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
主

催
者
を
代
表
し
て
広
浜
中
同
協
会
長
か
ら
「
同
友

会
は
大
き
な
め
あ
て
を
持
ち
運
動
を
推
進
し
、
発

展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
の
日
本
経
済
は

停
滞
の
30
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
現
実
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
我
々
中
小
企
業
家
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
山
中
同
協
幹
事

長
よ
り
総
会
議
案
の
提
案
が
行
わ
れ
、
13
の
分
科

会
に
分
か
れ
各
社
・
各
県
の
実
践
事
例
を
学
び
な

が
ら
議
案
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
で
は
、
村
井
宮
城
県
知
事
、

郡
仙
台
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
リ
レ
ー

報
告
に
移
り
ま
し
た
。「
人
を
生
か
す
経
営
の
実

践
で
21
世
紀
型
企
業
づ
く
り
～
企
業
づ
く
り
と
地

域
づ
く
り
を
一
体
と
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
菅

原
茂
秋
氏
（
㈱
テ
ィ
ス
コ
運
輸
／
山
形
同
友
会
代

表
理
事
）
と
田
中
勉
氏
（
㈱
エ
イ
チ
・
エ
ス
・
エ
ー

／
神
奈
川
同
友
会
代
表
理
事
）
が
登
壇
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
の
目
指
す
べ
き
企
業
像
と
し
て
１
９
９

３
年
に
提
起
さ
れ
た
「
21
世
紀
型
企
業
づ
く
り
」

を
も
と
に
、「
人
を
生
か
す
経
営
」
の
実
践
や
企

業
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
を
一
体
と
し
た
経
営
実

践
を
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
の
後
は
、
約
80
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
参
加
者
全
員
に
よ
る
大
グ
ル
ー
プ

討
論
を
実
施
。
各
社
が
人
を
生
か
す
経
営
で
21
世

紀
型
企
業
づ
く
り
を
い
か
に
し
て
実
践
す
る
か
を

話
し
あ
い
ま
し
た
。

　

討
論
終
了
後
に
２
日
間
の
学
び
を
振
り
返
り
、

中
山
中
同
協
幹
事
長
か
ら
①
自
主
・
民
主
・
連
帯

の
精
神
を
企
業
風
土
と
し
て
育
て
、
21
世
紀
型
企

業
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
、
②
憲
章
・
条
例
運

動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
日
本
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
を
め
ざ
す
こ
と
、
③
総
会
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
」
が
ど
の
よ
う
な
姿
な
の
か

同
友
会
運
動
の
有
機
的
展
開
を
創
造
し
、
同
友
会

の
輪
を
全
国
隅
々
に
ま
で
広
げ
、
強
い
地
域
づ
く

り
を
実
践
す
る
こ
と
、
の
３
点
に
関
し
て
補
足
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
総
会
宣
言
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
次
回
の
開
催
地
を
代
表
し
て
神
奈
川
同
友
会
よ

り
閉
会
挨
拶
が
あ
り
２
日
間
に
わ
た
る
総
会
が
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
第
56
回
定
時
総
会 

in 

宮
城

創
ろ
う
豊
か
な
未
来
を
、
育
て
よ
う
21
世
紀
型
企
業
を

静
岡
同
友
会
か
ら
は
20
名
が
参
加

大グループ討論で熱気あふれる会場

開催地を代表しあいさつする鍋島代表理事
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障
が
い
者
問
題
委
員
会
で
は
5
月
の
中
部
開
催

に
引
き
続
き
、
沼
津
市
内
に
て
東
部
関
係
機
関
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
沼
津
支
部
福

祉
委
員
会
と
合
同
に
て
行
い
、
会
員
・
特
別
支
援

学
校
教
諭
・
障
が
い
者
就
労
支
援
機
関
な
ど
合
わ

せ
て
56
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
沼
津
特
別
支
援
学
校
愛
鷹
分
校
の
渡
邉

明
彦
教
諭
と
富
士
宮
支
部
会
員
の
鈴
木
高
史
氏

（
㈲
鈴
木
製
作
所
・
富
士
宮
支
部
）
よ
り
、
送
り

出
す
側
と
受
け
入
れ
る
側
の
取
り
組
み
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
鈴
木
氏
か
ら
は
「
実
際
に
雇
用

し
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
も
多
い
が
、
今
は
障
が
い

者
の
社
員
に
助
け
ら
れ
て
い
る
」
と
伝
え
、
雇
用

を
考
え
て
い
る
人
に
向
け
「
や
っ
て
み
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
。
一
度
雇
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
」
と
背
中
を
押
す
一
言
を
送
り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
障
が
い
者
雇
用
に
関
し

て
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。
疑
問
や
お
互
い
の
取
り
組

み
を
交
換
し
て
い
く
中
で
「
企
業
に
知
っ
て
も
ら

う
機
会
を
増
や
す
た
め
に
も
っ
と
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
い
っ
た

関
係
機
関
か
ら
の
意
見

も
挙
が
り
、「
誰
も
が

生
き
生
き
と
活
躍
で
き

る
場
を
つ
く
り
た
い
」

共
通
の
想
い
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
西
部
意
見

交
換
会
を
10
月
に
開
催

予
定
で
す
！

東
部
地
区
関
係
機
関
と
の

交
流
・
意
見
交
換
会

7
月
19
日
㈮　
Ｆ
Ｄ
Ｉ
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

�

参
加
者
：
56
名

障がい者問題委員会

高岡市の伝統技術を用いて作られる真鍮製の風鈴

工場案内をする能作千春社長
　

６
月
24
日
㈪
に
塚
本
和
成
実
行
委
員
長
・
山
崎

か
お
り
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
７
名
で
富
山
県
高

岡
市
に
あ
る
㈱
能
作
を
訪
問
。
11
月
に
開
催
さ
れ

る
静
岡
同
友
会
50
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
記
念
講
演
講
師
を
つ
と
め
て
頂

く
代
表
取
締
役
会
長
の
能
作
克
治
氏
と
、
代
表
取

締
役
社
長
の
能
作
千
春
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

㈱
能
作
は
１
９
１
６
年
に
富
山
県
高
岡
の
地
で

鋳
物
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
。
高
岡
銅
器
の
伝
統

技
術
に
よ
り
、
真
鍮
製
の
仏
具
や
、
茶
道
具
、
花

器
を
中
心
に
製
造
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
３
年

よ
り
錫
１
０
０
％
の
製
品
開
発
に
着
手
し
、
錫
１

０
０
％
の
「
曲
が
る
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
」
や
錫
製
の
酒
器

「
ぐ
い
呑
」
な
ど
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
た
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
や
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
商

品
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同
社
は
２
０
１
７
年
に

本
社
工
場
を
移
転
、
約
４
０
０
０
坪
の
敷
地
内
に

は
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
ほ
か
に
、
一
般
の
方
も

利
用
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
、
体
験
工
房
を

備
え
て
い
ま
す
。

　

表
敬
訪
問
で
は
ま
ず
千
春
社
長
に
工
場
内
を
案

内
い
た
だ
き
、
若
手
の
職
人
が
活
躍
す
る
姿
を
見

学
。
そ
の
後
、
能
作
会
長
と
千
春
社
長
に
会
社
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社

長
就
任
時
と
比
較
し
て
社
員
数
は
15
倍
、
工
場
見

学
者
３
０
０
倍
、
売
上
10
倍
、
８
年
連
続
10
％
成

長
を
達
成
す
る
能
作
会
長
の
経
営
の
想
い
の
源
泉

は
「
伝
統
産
業
を
未
来
に
繋
ぎ
た
い
」
と
い
い
ま

す
。
そ
し
て
、
伝
統
を
守
り
継
承
す
る
の
み
な
ら

ず
、
技
術
と
素
材
を
最
大
限
に
生
か
す
デ
ザ
イ
ン

を
探
求
し
、
欠
点
に
思
わ
れ
る
錫
の
『
曲
が
る
』

特
性
を
逆
転
の
発
想
で
活
か
し
た
器
の
開
発
な
ど

積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
職
人
を
志
す
人
を
増
や
し
た
い
、
鋳
物
の
魅

力
を
伝
え
た
い
と
、
積
極
的
に
工
場
見
学
を
受
け

入
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
間
10
万
人
も
の

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
能
作
氏
が
大
切
に
し
て
い

る
の
は
「
地
域
の
人
や
お
客
様
な
ど
近
く
の
人
の

声
を
し
っ
か
り
聴
き
、
頼
ま
れ
た
こ
と
は
基
本
断

ら
な
い
」「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
ま
ず
や
っ
て

み
る
」「
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
い
る
」
こ
と
。
そ

の
志
は
現
社
長
の
千
春
氏
に
も
引
き
継
が
れ
、
千

春
社
長
の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
も
次
々
に
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
11
／
28
㈭
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡
に
て
開
催
し
ま
す
。
メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」、

静
岡
同
友
会
50
周
年
を
祝
い
、
新
た
な
50
年
に

繋
げ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

表敬訪問に参加した実行委員メンバーと
能作会長（後列右から３人目）、千春社長（後列左から３人目）

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
講
演
講
師

 
能
作
克
治
氏
（
㈱
能
作
・
富
山
同
友
会
）
を
表
敬
訪
問

日
本
の
伝
統
産
業
を
世
界
へ
！
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8月
20日（火）

2024組織強化・会員増強全国交流会
（13:30　ZOOM）

21日（水） 志太納涼例会（18:30　小杉苑）

22日（木） 富士例会（19:00　富士駅南まちづくりセンター）
県理事会（15:00　同友会事務局＆ZOOM）

23日（金） イントロセミナー
（19:00　同友会事務局＆ZOOM）
第21期経営指針を創る会 第5講
（19:00　静岡ペガサート）
三島納涼例会（18:00　Whiskey＆Co.蒸留所）

24日（土） 沼津イントロセミナー兼納涼例会
（18:00　FDIビルディング）

26日（月） 県組織増強委員会
（18:00　同友会事務局＆ZOOM）

27日（火） 県例会企画委員会（18:30　ZOOM）

28日（水） 伊東納涼例会（18:30　寿光園）

29日（木） 静岡県経済産業部との意見交換会
（15:00　同友会事務局）

30日（金） 県総務財務委員会（16:00　同友会事務局）
榛南例会（15:00　静波スイングビーチ）

9月
2日（月）

NEXT50フォーラム幹事会⑦
（16:00　ZOOM）

7日（土） 第21期経営指針を創る会 第6講
（9:00　プラサヴェルデ沼津）

9日（月） NEXT50フォーラム実行委員会⑦
（16:00　ZOOM）

10日（火） 静岡例会（19:00　静岡ペガサート）

11日（水） 沼津例会（19:00　プラサウェルデ）

12日（木） 浜松例会（19:00　未定）
県正副代表理事会
（15:00　同友会事務局＆ZOOM）

13日（金） 富士宮例会
（19:00　志ほ川バイパス店）

８月16日㈮～９月15日㈰8月・9月

会員の皆様へ  2024年下期会費より県会費改定のお知らせ 
 

日頃は会活動を通じてお世話になります。静岡同友会は設立から５０年の節目を迎えました。過日 5/15(水)第５１回定時総会が執り行われ、２０

２３年度の活動報告・決算、２０２４年度の県理事、規約改正（会費改定）、活動方針、予算の全議案が承認されました。その後、５月・６ 月・７月の県理

事会において、会費改定について引き続き討議し、２０２４年１０月下期会費からの会費改定に伴う流れを承認しました。定時総会ならびに県理事会

での審議をふまえ、静岡同友会では 2024 年 10 月からの会費を改定させて頂きますことをご連絡申し上げます。下表にて「県会費の改定」に伴

い、改定後の会費一覧表を掲載いたします。引き続き、静岡同友会 2025 年ビジョン「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」の実現をめざし、現

状直面する課題への対応と共に、「入ってよかった、続けてよかった」、よりよい静岡同友会の在り方にむけた未来への投資とし、少しでも会員皆様

の企業経営、地域発展に寄与できる会運営をめざしてまいります。より同友会らしく、より変化への先へ足並みを揃えて進んで行くため、組織とし

ての様々な変化へのチャレンジに、会員の皆様のご理解とご協力、また今後とも変わらぬご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

■直近の口座振替日 2024年 10月 7日（月）  

※口座振替を原則（口座登録のない会員は請求書発送）とします。 

通帳印字は「SMBC(ドウユウカイ)」。記帳をもって領収とします。 

振替日は毎年 4月、10月の原則 6日（土日祝は翌平日）です。 

■改定後の会費一覧表（県会費、支部会費） 

会費は 6 ヶ月分の前納制となります。上期(4～9月分)と、下期(10～翌 3月分)の年 2回に分け、「県会費」＋各会員の該当する「支部会費」の

合算額を徴収します。※口座情報等で会員企業に変更登録等の手続をお願いすることはありません。支部会費の変更がある際は速やかにお伝え申し上げます 

 （改定）2024年 10月より 2024年 9月まで 

県会費 会員１名あたり 
（上期：４～９月分）42,000円 

（下期：１０～３月分）42,000円 

（上期）30,000円 

(下期)30,000円 

支部会費 

以下の支部に所属する会員は「県会費」と「支部会費」を徴収します 

伊東、三島、沼津、富士、 

富士宮、志太、榛南支部 

これまでと同じ支部会費です。 

（上期：４～９月分）6,000円 

（下期：１０～３月分）6,000円 

(上期)6,000円 

(下期)6,000円 

御殿場、静岡、中遠、浜松支部 支部会費なし 
御殿場支部 

(上期)12,000円 

(下期)12,000円 

静岡、中遠、浜松支部 支部会費なし 

合算額（振替・請求額） 

伊東、三島、沼津、富士、 

富士宮、志太、榛南支部 

「県会費」＋「支部会費」 

(上期４～９月分）48,000円 

(下期１０～３月分）48,000円 
上記の「県会費」+「支部会費」の合計額 

御殿場、静岡、中遠、浜松支部 

「県会費」のみ 

(上期４～９月分）42,000円 

(下期１０～３月分）42,000円 
 

2024 年 8月吉日 

静岡県中小企業家同友会 

代表理事 井上 斉 

代表理事 簑 威頼 

代表理事 松葉 秀介 

《 あなたのスケジュールノートに
� 必要事項をご記入ください 》

静岡県中小企業家同友会 祝50周年記念事業

NEXT50フォーラム～誰ひとり取り残さない～

2024年11月28日(木)ホテルグランヒルズ静岡にて開催！！
今からぜひご予定ください！
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DOYU CALENDAR
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